
ＪＲ大阪駅前で薬剤師の人材紹介業を営む

西鶴氏のオフィスにはほぼ毎日、転職を希望

する薬剤師が相談に訪れる。

何が嫌で辞めたのか。人間関係なのか、経

営者の志なのか、正当な評価が得られないか

らなのか。米国CCE認定GCDF-japanキャリ

アカウンセラーの有資格者として、１時間ほ

どかけて聞き出しながら、相談者の仕事に対

する価値観、何にやりがいを求めるのか、満

足度を何で図るのかなどを整理していく。そ

の上で、相談者の価値観に応じた転職先を紹

介している。

相談に訪れる薬剤師の転職

経験は平均３回程度。西鶴氏

はいつも「隣の芝生は真っ青

に見えるけれど、夢のような

職場はないよ。これで最後の転職にしようね」

と語りかける。転職自体を悪いと言っている

わけではない。条件や環境だけを追い求め、

漂流するように転職を繰り返さないよう戒め

ているのだ。

「研修をしてほしい」など会社が何かして

くれるのを待っているような、受け身の姿勢

の薬剤師が少なくないと西鶴氏は感じてい

る。また、自分が薬剤師として何をしたいの

か、明確化できていない場合も多いという。

だからこそ、「何をやりがいと思っていくの

か、皆さん迷って私のところに相談に来られ

るのですが」

薬剤師不足を背景に、就職先には困らない

時代が長く続いてきた。働くとはどういうこ

となのか、薬剤師の役割は一体何なのかなど、

特に意識しなくても、薬剤師免許さえ持って

いれば食べていけた。

しかし、「これから先は違う。薬剤師免許

があれば一生安泰と思っていてはいけない。

生き残れる人とそうでない人に分かれる」と

西鶴氏は見通す。

遠からず、薬剤師の供給が需要を上回る。

そうなれば、単に免許だけの価値しかない人

は、正社員として採用されない。パートなど

労働力の調整弁として扱われる。現在の薬剤

師派遣の単価は時給4000円の場合もあるなど

高額だが、いずれ適正化すると見られる。薬

学生・薬剤師の就職バブルも、いつか弾ける。

日本は90年代にバブル経済の破綻を経験し

た。一流企業の倒産、リストラ。大会社に入

社すれば安泰だという常識は覆され、キャリ

アを自らが形成することの重要性に、それぞ

れが気付き始めた。薬剤師もそれを強く意識

すべきという。

キャリアとは、役職や業種をステップアッ

プしていくことを指すのではない。「キャリ

ーバッグの『キャリー』と同じ語源で、自分

で運んでいくもの。人生その

ものという考え方」。自分らし

い仕事や生き方をどのように

作り上げていくか。それを意

識し、設計していくことがキ

ャリア形成だという。

個人によって価値観は異な

る。従ってキャリアの設計も

様々だ。自分はどんな人生を

送りたいのか、薬剤師という

仕事を通じて何を実現したい

のか。改めて、それを自己分

析してほしいと西鶴氏は言う。

もちろん薬剤師は医療人であ

る以上、「患者のために」とい

う視点は欠かせない。

こうした概念が固まってく

れば、自分に不足している知

識や技術を身につけたり、適

した環境を求めたりするなど、

進むべき方向性は明確になっ

てくる。

西鶴氏は「学生時代の就職

活動は自分のキャリアデザイ

ンの入り口」と強調する。現

職薬剤師の転職相談に応じる

たび、「学生時代にもっと自分

の将来について考えてくれて

いたら」と実感することが多

いという。

薬学生には、▽

興味ある職種や職

場の社員２人以上

にインタビューして情報収集

し、「自分はその仕事のやりが

いに共感できるか」を考える

▽就職したら、そこで「これ

ができる」「これが得意」とい

えるものを身につけ、他人と

違う競争優位性をアピールで

きるようになるまで決して転

職を考えない――などとアドバイスを送る。

そして就職後も常に「自分は薬剤師のライセ

ンスで30～40年間、何を実現したいのか」を

意識してほしいという。
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薬剤師不足が続いている。一時期に比べればさほどでは

ないにせよ、就職先や地域さえこだわらなければ、いまだ

薬剤師は引く手あまただ。しかし、医薬分業の進展は鈍化

し、薬局出店ラッシュもピークを過ぎた。相次ぐ薬学部新

設も影響し、薬剤師過剰時代が到来するのは必至だ。薬剤

師の免許自体が評価された時代は過ぎ去り、その人の薬剤

師としての資質が厳しく問われるようになる。その時に選

ばれる薬剤師になるには、様々な知識や技術を習得するこ

と以上に、「仕事に対するスタンスを固めることが大事」

とキャリアカウンセラーの西鶴智香氏（キャリア・ポジシ

ョン代表取締役）は言う。「薬剤師として30～40年間、何

を実現したいのか」。それを意識して就職先を選び、働き

ながら明確にしていってほしいと話す。

キャリアカウンセラー、西鶴智香氏（ ）に聞くキャリア・ポジ
ション代表取締役

まず仕事へのスタンス確立を
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